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京都展
2018年 10月 17日 (水 )→22日 (月)/京都高島屋7階 グランドホーブレ
ご入場時間=午前10時～午後7時30分 (午後8時閉場)※最紳 10月郷⑪は午後4時30分まで(午後5時閉場)

入場料 (税込)=一 般500円 (300円 )/大学生以下無料
主催=京都府教育委員会、京都市、NHK京都放送局、朝日新聞社、日本正芸会 後援=京都府、京都市教育委員会 協賛=Panasonic
※( )内は前売り及び団体10名 様以上の割引料金。前売券は京都高島屋7階チケットカウンターにて9月 17日 (月 祝)から10月 16日 (火 )までお求めいただけます。

※当催については、「障がい者手帳」をど堤示いただtヽたご本人様、ならびに、ど同伴者1名様まで入場無料とさせていただきます。

※安全のため、小学生以下のおこさまは必ず保護者の方ご同伴でご入場くださtヽ。

*トワイライトサービス:午後6時からは半額。

日本正芸会ホームページ httpノ /www niお nkogeiktt orお p/ OTαkαshm響
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ご入場
割引券 等日本 伝 統 工 芸 展 京都展 :粂塚尋躙 1饂Ⅷ k朋ま現

TEL(075)221‐ 8811



日本伝統工芸展京都展
第65回
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2018年 10月 17日 (水 )→22日 (月 )

京都高島屋7階 グランドホール
ご入場時間=年前10時～午後7時30分 (年後8時閉場)
※最終日10月 22日 (月 )は午後4時30分まで(午後5時開場 )

我が国には、世界に卓絶する工芸の伝統があります。

伝統は、生きて流れているもので、永遠にかわらない

本質をもちながら、一瞬もとどまることのないのが本来

の姿であります。伝統工芸は、単に古いものを模倣

し、従来の技法を墨守することではありません。伝統

こそ工芸の基礎になるもので、これをしっかりと把握

し、父祖から受けついだ優れた技術を一層錬磨する

とともに、今日の生活に即した新しいものを築き上げ

ることが、我々に課せられた責務であると信じます。

昭和25年、文化財保護法が施行され、歴史上、

若しくは芸術上特に価値の高い工芸技術を、国と

して保護育成すること1こなりました。私どもは、その趣

旨にそって、昭和29年以来陶芸、染織、漆芸、金工、

本竹工、人形、諸正芸の7部門にわたり、各作家

の作品を厳重鑑査し、入選作品によって日本伝統

正芸展を開催してきました。

このたび、第65回展 (平成30年度 )を開催し、広く

人々の御清鑑を仰ぎ、我が国工芸技術の健全な

発展に寄与しようとするものであります。重要無形文化

財保持者、受賞作家、近畿在住作家の作品を中心

に、入選作品290余点を一堂に展観いたします。
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■列品解説
10月 17日 (水)午後2時

18日 (木)午後2時

19日 (金)午後2時

20日 (土 )午後2時

21日 (日 )午後2時

午後部寺

22日 (月 )午後2時

陶 芸 神農 巌

諸工芸 渡邊 明

漆 芸 北村 昭斎
[人間国宝(重要lと形文化財保持者)]

金 工 角谷 征一

染 織 村上 良子
E人間国宝(重要無形文化財保持者)]
木竹工 村山 明
E人間国宝(重要無形文イ

`け

保持者)]

人 形 青江 桂子
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■特房」企画受賞作家が自作を語る
各日午前11時から

10月 18日 (木)陶 芸 森田 由利子

19日 (金)金 工 山崎 誠一

20日 (土)漆 芸 しんたにひとみ
21日 (日 )染 織 小倉 淳史

22日 (月 )金 工 高橋 阿子

■特号l展示わざセ伝える「鍛金」
文化財保存事業報告
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第 65回日本伝統工芸展入選作品 哉金硝子花器「水鏡」

サイズ: 高さ91× 直径 25 51cm)

技法 :載金、キャスト、融着、研磨

水面を覗きこんだ時に水に映つた姿。

風が吹いて、または雨が降つて、魚が飛び跳ねてい。水面が波立ち、姿はか

き消されてしまいます。水面に静寂が戻つた時に映つた姿は、もう先ほどの

ものと同じではありません。

この瞬間も瞬く間に過去になり、事象は刻―刻と変化していきます。だから

こそ輝く「いま」なのだと思います。

底面からの器の立ち上がり角度を広く削り出すことによつて、器全体が光を

溜め込み、輝くように工夫しました。

上面の凹みは、水を溜める用途と、ガラスの存在を消し、視線を作品の奥ヘ

と誘い込む効果を兼ねています。下から覗きこむと、この凹みに哉金文様が

複雑に映り込んで大変美しいです。ぜひ様々な角度からご覧いただけますと

幸いです。


